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Sunu:nary 
This report， asthe fundamental study on thc mechanism of the tidal land growth of 
the Ariakc Sea， deals with the scttling characteristics of thc soil particlcs in suspension. 
The muds used in this exp巴rimentwere samplcd from thrce points at the shallow arca of 
the Ariakc Sca. Suspcnsions having diffcrcnt conditions of mud content and salt con-
centration w巴repreparcd. Then， thc settling pattern of soil particles， the settling depth 
and veloci ty of th巴 inlerfaceof the upper clcan part and the suspended part， and the 
vertical distribution of mud contcnt wcrc measurモd.
The following results we1'c obtaincd f1'om this exp巴riment.
(1) As to the settling pattern of soil particles: 
1) Whcn the soil particles werc very fine， such as the soil particles at the cstua1'y of 
thc Rokkaku Rivcr， thc scltling pattern duc to s巴lf-wcightconsolidation was ob-
scrvcd undcr a high m吋 contcnt(87 gfl)， and thc hindercd scttling pattcrn was 
obscrved unde1' a low mud contcnt (20-44 gfl). 
2) Whcn the soil particles wcre rather coarse， such邸 thesoil particles at the obseト
vation tower of Saga University 01' at the estuary of the Hayatsue River， the hin-
dered settling pattern was obse1'ved under a high mud content (93 gfl)， and the 
settling pattern duc to the f1'ee fal of flocks was observed under句 a10w mud content 
(32gfl). 
(2) As to the settling depth， time and velocity within thc part of constant velocity 
scttling: 
1) As the soil particles w巴refiner ancl the mucl contcnt were higher， the time main帽
taining the constant settling velocity of the interfacc b巴camelonger ancl the settling 
depth within thc same time b巴camesmalle1'. 
2) Thc constant settling velocity of the intc1'face was small， whcn thc soil pa1'ticles 
we1'e coa1'sc and the mud contcnt we1'e low. 
(3) As to the dist1'ibution of the mud content: 
1) 1n the. case of the settling pattern clue to free 1a.11 of設ocks，the sett1ing clepth of the 
interface was large， ancl the mucl contcnt was high below the interface. 
2) 1n the case of hinclcrecl settling， thc bounclary of the scttling part ancl self-weight 
consoliclation pa1't， coulcl be distinguished clefinitely by the clistribution curve of 
the mucl content. 
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3) In the case of the settling due to sclf-weight consolidation， the vertical differencc 
of the mud content was very small， because the settling depth was small. 
(4) The variation ofthe salt concentration (3.4-1.6%) did not have remarkable effect on 
the settling characteristics of the soil particles in suspension. 
1.まえがき
有明海浅海域は，大きな潮汐作用と河JIから流入する多量の微細な土粒子とによって，年々干
潟が発達している.このような干潟の発逮形成過程のメカニズムを解明するために，筆者らは海
水中の浮泥濃度の空間的，時間的変動特性ならびに底質の粒度組成を現:lfu~理査や室内実験によっ
て明らかにしてきた1l，2l
一般に海水中に存在する浮泥は，浅ifij域特有のみ~J汐流による水平方向の移動，重力による鉛直
方向の沈降ならびに底腐流の流速によるまき上げ，などの妥菌によって現況のような干潟を形成
していると考えられる.
本報告は，基礎的な研究として，これらの要国の一つである静止した塩水中を鉛直に沈降する
土粒子の沈降特性について実験的κ検討したものである.
2. 粒子の沈降特性
静止した犠水中における微総粒子群の自室による沈降特性に影響する国子としては， j街路状態
における土粒子の粒度，合泥率(あるいは合水比)，ならびに;塩分濃度が支配的である.
一般に粒子群の沈降をその様式によって分類すると，図-1rc示すように大別して4つの裂に
なる 3)すなわち，
低濃度 1.単紋子
自由 i士隊
2. i.疑義性
自由 i士隊
??????
it ;1経度
分散f全 ~l疑築後
(非 i疑主主役)
関一1 土粒子沈降滋縫模式問
1. 1詳粒子自由沈降
j臨濁粒子の濃度がうすく，粒子が相互に築塊する性質を持たない場合で，流体抵抗と粒子の重
力が平衡に達し， Stokes則で示される次式のような速度で等速沈降を行なう.
v=ヱ£二Z旦'-d2g 
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土粒子の単位窓ioI:(g/cm3) 
液体の単位重量 (g/cm3) 
マ: 液体の粘性係数 (poise)
d: 土粒子寵径 (cm)
II. 凝集性単粒子沈降
併を構成する側々の枝子の沈降迷i支の差によって大きい粒子の小牧子への追突が行なわれたi祭，
雨粒子が合体し，さらに大きな 1似の粒子に成長し沈降していく状態である.
II. 界TIrii:t I硲(子渉沈降)
各粒子の沈降迷j立が他の粒子の符在の影終を受けて，流線の相II干渉により可i牧子の長llIl沈降
よりも沈降速度が低下してくるような沈降であり，清俊樹i と!怒溺部の問 lζ 明瞭な Jl~而を形成して
沈降する界箇沈降のJ~をとる.
IV. 圧縮沈降
校二刊誌が沈積し，偶々の粒子が相互に接触しあって，上方の粒子の車ー廷によって下方に粒子が
正紛変形を受け， I穏ゲキ水を上方に排出して濃絡していくような状態、である.
I~ト 1 の縦q41J，ま懸溺物濃度，機iJlIは物質の凝集伎を表わしているが，本実験の場合は，それぞ
れ合流率と取分濃度lζ相当する.
今;11，4) は数種類φ粘土について，ガラス!なおI内で沈降炎磁を行ない，沈降の様子を写真似Jj~ し，
詳細に観察した，その結果，法本的には歯-1のような分類が可能であることを確認し，さらに悶
-21C示すような模式閣によって沈降様式を分類図示している.
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波状紡土のtl海i儀式関一2
要
有明海浅海域のニ子潟を形成する代表的な3地点より海底Jjfi;fili潟二仁(いわゆるヘドロ)を採取し
た，これに海水および真水を適量加えて調j悲し，含水比ならびに塩分濃度をそれぞれ3段階のレ
ベルに変化させて合計27滋類の状態の異る懸濁液を作成した.この懸ilu液lζ対して，一機濃度の
概験
?
3. 
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19])沼状態から，治法音15と懸関部の5字国の沈降を追跡する沈降実験と，時間の経過に伴う鉛直方向
の含Vs率の変化を明らかにするための合泥率分布実!換を行なった.
3.1 状態量の定義
試料土はゴニ粒子，水および塩を，また海水は71<と塩を含んでいるために，ニiニ，海水およびζれ
らの混合物である懸潟液の状態宣を羽絡に定義しておく必要がある.所定の?を水比と塩分濃度を
有する懸溺液を作成するのに必要な土と，これに加える塩水の成分の諸;誌を~1-3IL示す記号にし
たがって次のように定義する.
ノド
加える塩水五式 料 :1 
? ??
差益
土殺す乙
君主
関-3 こたおよびl;t{水の状態、隠i
二i二牧子比重 Gs=W1/(V1・rw) 
取分比m Gc=W2/(V2・rw)=W7/(V7・rw)
( G=W4/(V4・γJ
(ゴ二枚:子十指分)比定 一一ーャー一一 1 
i 旦'!LJ..l ふー一一-
100 Gcrw ' Gsγ叩
塩分比 {11 =W2/W3 
見掛け合水比 'lVm 口 100・W3/W4 (%) 
真の合水上t 10= 100.(W2十W3)/W1
1 h β 告も(%)
- 100-μl 
淑分比 β2=W7/W6 
l~義務üil夜
取分上じ ん=(W2-トW7)/(W3+ W6) 
見掛け合水比 1Omo = 100.(W3十W6)/(W4+W7) (9の
真の合水比 100 100・(W2十W3十W8)/W1
1一品目-sR100 '-; 
1Omo 
100 (9ら)
一一一一一一一一一主主二墜士塑旦笠竺竺淡海域潟土の胸打L子の沈降将官!: 93 
滋分濃度 S = 100.(W2 + W7)j(W2 + W3十W8)
100 
1 ， (%) 
1十戸一
合泥率 P=Wl/(V5十V8) (gjl) 
本実験においては， G" sh s2および ωmを実測し， V5+ V8=500 (cmりとして， WI-W8， 
VI-V8ならびに G，ω，ωnHnω0，133， S， Pのそれぞれの依を計算により求めた.なお， G
c の依
は2.163としTこ 5)
3.2 試料土および海水
試料土は図…41乙示す有明海淡海域のA.六fIJ}1I河段階近，B.佐賀大学有明海海象観測塔l得近，
および C.I存主i!江川J河口i討近の3地点の海底表!認から採取した堆積泥土を使用した. これら試料
土の土粒子比重，粒度経i成ならびに塩分1:むを表-1および関 51と示す.さらに怒濁放を調3践する際
に使用する海水は観測格的近で・採水した.この塩分比は0.0320，盗分濃度は3.1096であった.
f詳
〆/853rz
土粒子比君主 Gs 
砂 分(%)
シノレト分 (%) 
結土分(%)
三角度穣分類
極分比 sl
o 1 2 3 km
a回目ιー--'--'
gj-4 試料土採取位i夜 H~j
表-1 試料土の二七i
A B 
2.636 2.717 
4 56 
37 18 
59 26 
粘土 砂質給土ローム
0.0448 0.0451 
C 
2.697 
71 
13 
16 
砂11fローム
0.0325 
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[;(1-5 紋筏加も刊IJ線
3.3 尖験方法
沈降災験ならびに合泥;本分布災!換を行なう際の!閉館伎の I~I襟合水比 ωらを 1000，2000， 3000必
の3段階とし，その各々に対して取分濃度が3.3，2.6， 1.95ちとなるようにして 3極類の試料
一1:1乙対してそれぞれ9秘類のJRCなる状態に調捺した.
これらの実験は， i註筏約 5cm，務磁 500ccのメスシリンダー内で行ない， このrl:tで上記のよ
うな状態の懸濁液を得るための試料土のi&.i!¥Jj近f;t，加える海水の霊iZEとその塩分比，その混合物
としての j即断皮の合水比，合泥本および滋分濃度の 1~~[を表-21と示す.
表-2 郎総淡の状態j立
I 狂 部
w~ (96) 1000 2000 3000 1000 2000 3000 1000 2000 3000 
ム fTj JIl ノ、
W2 (g) 168.9 85.5 57.5 160.5 81. 4 55.4 159.3 81. 7 54.9 
W8 (g) 366.8 436.8 460.3 373.8 439.1 460.6 373.3 437.2 459.2 
s， 0.0320 0.0320 0.0320 0.0235 0.0235 0.0235 0.0160 0.0160 0.0160 
100 (96) 1145.0 2296.9 3435.2 1127.0 2256.8 3333.6 1132.3 2241. 8 3352.8 
5 (労) 3.40 3.25 3.20 2. 77 2.53 2.46 2.22 1. 90 1. 79 
P (g/ l) 86.1 I 43.6 29.3 87.1 44.2 :30.1 86.51 44.3 I 29.8 
佐賀大学級在!日数
W2 96.1 49.1 33.5 95.5 48.6 33.2 97.0 49.5 33.4 
W8 441. 7 474.3 485.2 440.2 472.6 483.3 437.4 470.2 481. 2 
s2 0.0320 O. 0320 I O.0320 0.0235 0.0235 O. 0235 I O.0160 0.0160 0.0160 
Wo 1061. 7 2111. 7 I 3113.8 1064.5 2124.9 間 8j10436 2081. 3 3095.4 
S 3.22 2.50 2.40 2.37! 1. 86 1.72 1. 67 
P 92.6 47.3 I 32.3 92.0 46.9 32.0 I 93.5 47.6 32.2 
平主I! 江 jl
W2 83.9 42.5 27.5 83.8 42.3 28.4 83.4 42.4 28.5 
W8 454.3 481. 0 190.7 452.3 479.1 488.0 450.8 477.1 486.0 
sz 0.0320 O. 0320 I O.0320 0.0235 0.0235 0.0235 0.0160 0.0160 0.0160 
Wo 1030.8 2069.2 3223.8 1028. 1 2071.8 3110.3 1029.0 2062.0 3077.6 
S 3.10 3.10 3.10 2.36 2.33 2.32 1. 69 1. 63 1. 61 
P 95.2 48.3 31. 2 95.0 47.9 32.2 94.6 48. 1 32.4 
沈降実験は，メスシリンダー内の!町駅皮を十分に振とうして分散させ，濃度を均一にした後，
経時的な界溺変化の測定を行なった.一般に粒子が沈降して行く逃砲は等速沈降区間，選移区間
および圧縮沈降i玄関の 3つの区間lと分類される 3)本実験では予備実験の結果より測定時闘を
渡辺・総本・瀬1:]:有明海浅海域潟ニ1:.の怒溺:f1L子の乙1.:1年特例:
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8640分 (6B開)とした.これによってほほ故終沈下に迭するまでの測定を行なうことができた.
含泥率分布実験は，沈降開始から30分， 1440分(1臼)および8640分 (6日)経過1寺のメスシ
リンダー内の鉛直方向(深さ方向)の合泌本の分イ圧を測定した.測定K~ つては深"ð方向を10等
分し，上位のIま磁より版lζ!汲引装liせにより j臨泌放を採取し， 13:閥ごとの?を泥本ならびに合水上乙を
測定した.なお 1本のメスシリンダー内で1013:磁の試料採取を行なうにi筏し， 10分程度の1釘泌
を袈するが，この間の粒子沈降による誤差は考慮しなかった.
4. 実験結果と考察
4.1 沈降実験
思水中lζ分散している懸濁状態の土粒子の沈降特伎を把握するために， 1滋濁部と上波音1¥の界i繭。
0.2 
沈 0.4
0.6 “一--n 率 一一帽磁
0.8 
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の経1寺的な変化をiJI定した. この結来を， IkI'rm (対数日感)-沈降率(沈下泣 Zの初期高さ H
K対する比本)の関係でi認 61C ，さらに沈降初期の部分をJI寺閥(算税~i 目盛)-沈降率の関係で図…
7K示す.これらの1[1]総は定性的には類似している.しかし 初期の波線部のコウ配(沈降速度)， 
Iliネ設大となる点の1寺院jや沈降;f.;，および最終沈降ネの依などの定抵的なもの，さらには，メス
シワンダーの外側からの観察による沈降のタイプなどは， J!.え1';f二との級類および懸溺液の初期合水
比(粒子密度)によって大きく影響されることが認められる.しかし，続分濃度の効泉は比絞的
小さく，かっ不明確である.
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4.1.1 沈降様式
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治水中の粒子の沈降様式は，一般に!立11のように分類されているが，本実験lζmいた3種類の
試料土から成る懸溺?伎の沈降様式をメスシワンダーの外側からの観察によって分類すると次のよ
うになる.
六角川試料lま，三ffJ疲椋分類によれば粘土に属するもので，非常に微細な粘性土である O この
ような土.では粒子表liの主lT'liErJLb>大であるために，大小さまざまのフロック (flock)が形成され
る.1J;-水比が200096，3000忽では，粒子i密度が1000961ζ比べて低いが，このような状態ではiJlIJ定
開始後数分rln，界I併の沈降はほとんどみられず，このI1¥J容球内でフロックの形成が行なわれ，そ
の後，等速の沈降を開始し，界rwは非常に明確にあらわれる.また，牧子濃度のi:3い合水比1000
必の場合は，界市ははっきりあらわれるが，ミ手速沈降IX間がほとんどなく，臨ちにiヨ重圧密i玄関
l乙入る形式をとる.したがって， ζの試料の場合，合水比100096で長l.TIHE密沈降， 200096， 3000 
Mで干渉沈降の様式となる.
佐大観測塔試料は，六角川試料l乙比べてかなり粒子が犯くなり，砂質主iオ:ロー ム lと属する .ζ
の場合は，比絞的牧子表1溺の活性が乏しくなるために， ブロックが形成されにくくなる. した
がって，粒子濃度のうすい，合水比が3000郊の場合は，粗t立の粒子が早く沈降すると隠i母lζ，上
部lと残る微細な粒子が大小のフロックを形成しつつ沈降していき，沈降初期lとは明確な沈降簡は
生じない.また合水上七が10005弘 20005ちとなって粒子濃度が高くなってくると，300096の場合に
比べてフロックの形成も活発になり，六角川試料にみられるような子渉沈降をおこし，明確な沈
降界市はほぼ等迷で沈降していく.したがって，本試料では合水比が1000形， 200096でごi二渉沈降，
300096で凝集性 l~llll 沈降に分類される，
ヰI津江)1試料は3試料，tl:最も粒子が組く， i:沙質ロー ム KJi還する.この場合も，佐大鉄塔試料と
ほぼ同様な傾向を示すが，合水比100096で子渉沈降， 2000汚， 300096で凝集性自由沈降の様式と
なる.
31妥類の試;jE1ωニ七について，シリングー内で観察される合水比ごとの沈降様式について述べたが.
~íI分濃度が沈降様式に及ぼす影響については明確にされなかった.塩分濃度の効果与を ζ のような，
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実験で明らかにするためには濃度の給関をもっと拡げる必要があると考えられる.しかし，尖際
の泌:水を考えた場合釘羽海浅海域では，大i!:9J，小j告J，J二げil，ijJ，fけ'i:YJのいかなる場合も，その
濃度は本実験で採用した校j立の依でありY実際問題としても， ::1:粒子のtiLI主総成や合71<比に比
べて塩分濃度の影響は比較的小さいと二与えることができる.
以上のがi:!-Rより， rχ1 1の形式で沈降様式を分31し，開示したものをiまj-8{こ示す.
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4.1.2 沈|岩手曲線
図 6によれば，界ffríの沈降 1[1!k~Rは測定の絞終i時IlUである8640分経過時には，いずれもほぼ絞終
沈降;誌に達していることが認められる .ζの間，定性的には，初期の等迷沈降区間とそれにつづ
く自重圧密区間によって形成されている. さらにrUI線によっては，例えば六角川試料の合水比
2000必， 300096のrlH線では，その後わずかながらクリープ区間があらわれている.このように1I打
線形は類似しているが， 4.1.1で:;Zsべたように， そのj削除様式は3つのタイプに大別される.
ここでは，これらのIJk~í!をそれぞれ等述沈降民間と 121 改正統jX II\Jrc分断t し，沈降を開始して 1~lj~
迷沈降が終了するまでの1t.i'I¥J，その開の等速沈降虫(初JUJ!限消波深さを 25cmとして，沈降ネを
突!擦のちt降最 (mm)で表示)， および等速沈降;誌の全沈降Jおと対する百分本を求めて考察した.
乙の場合の両区 I~Uの分隊は~]-9で示す方法31 で行なった.すなわち，沈降i沿線において，等迷tt
降を示す初期の醒総と，圧縮沈降区間の漸近する直線との交点を求め，この点から両直線の交fな
の2等分線を引き，これと沈降曲線の交わる点を求める.この点の機感431を等;is沈降終了時1¥]，
縦ql!を等速沈降ネ(等Jis沈降最)とした.
沈降日寺rJl
阪1-9 等法沈降区間と圧縮沈"年区間の分自I!
このような方法で沈降曲線を分離した結果を間一101乙示す. この間からも， これらに影響ーする
因子はこ乞の種類および:-2;"71<比が卓越しており，綴分濃度の影響が小さいことがわかる.
実験結果を考察すると，総体的lζ，J限iK3液土枝子が納枕であるほど，また!陸i磁波の合水比が小
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さくて，牧子密度が大きいほど等速沈降状態は長く持続されるが，等迷沈降の絶対量およびこれ
の全沈降=~立に対する割合は小さくなる.このような状態の綴樹液において，沈降時間が格対的lζ
長くなるのは，粒子がj絞殺1で，かっ粒子濃度が大きくて牧子自身の絶対設が多くなるにつれて，
ブロックの形成が活発で，かっ沈降がブロックの形成を伴いながら行なわれるためである.さら
に，等速沈降lliÿ 問中の沈降最が小さいのは，形成されたフロック i~1 体，非常に間ゲキの大きいも
のであり，これらの集積したものが大きな容簡を市めるためであると考えられる.また，会沈降
;泣li:xオする等法沈降:泣の割合は，等迷沈降Ktの変化lと比べて，会沈降jほ (8640分経過1寺の値で仮
定した)が自主任密泣も含むために，それほど大きい笈がなく， したがって，定性的には間一10
(b)と同じ7診をとる.
4.1.3 沈降速度
図-7の沈降曲線の初期の法線部分のコウ配から沈i探索を実際の沈I!街宣 (mm)にもどした形
で沈降速度安求めると図-11のようになる. なお，佐大観測jJ?試料の合7l<比300096および平津江
川試料の2000$ム3000あのように，関一2のタイプ2民間して，沈降初期の界面が不明僚なものκ
ついては，初期の15分間，等迷沈降を行なったものと仮定して沈降迷皮を求めた.この結果は，
間一山ま3種類の奥る沈降様式を含んでいるが，全体的問，試料土の粒度が粗いほど，またj
j酪j械の合水比が大きくなって，粒子密度が減少するほど，界面の沈降速度は大きくなる傾向iと
ある.このことは，沈降速度が， 4. 1. 2でそれぞれ考察した間一10の等述沈1~1誌を等速沈降時間で
徐したものにほぼ等しくなることから明らかである.また，図-21と示すようなタイプ別では，タ
渡辺・総本・瀬r1:ノ{j・ I!J]海淡海J~ìí.J土の j滋泌総予のìxl\年4'，1'1司 9 
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イプ2，3， 4の1却と沈降速度は小さくなる.
，1.2 合泥本(合水比)分布実験
沈降実験においては， 1滋j鋭部とと淡官官の界Tf百の沈降状態のみに注尽したが，合泌t存分ギli災験で
は，沈降下t!の各深さの合泥率 (fr水比)を測定することによって，鉛i直方向の状態の変化を検討
しようとするものである. '2"7泥ネの測定1守防は沈降開始後それぞれ30分 (1;1速沈降i玄関)， 
1440分(f=lliff.密ぽIJ"j)および8640分(I~f 庶民統 18. 11\]) 経過 11寺である. 4.1で述べたように，随
分濃度の影終が顕著でないため， ?)ミi験結来のうち，底分j幾度が最も大きL、3.40-3.10必試料につ
いての結果のみを国一12に示す. この闘には， それぞれの時間での界部の佼j況ならびに初期の懸
溺液一様な状態における合泥ネもあわせて示している.
界面沈降の型がタイプ2の凝集性自，1]i沈降を示すような試料(佐大観測塔の300096，平泳江川
の200096，3000必)では，粒子が比絞的主Jlt[で，かっ初期の粒子総度が小さいために，関…111L
見られるように沈降速皮が速く， 30分経過 11寺で界ïfliの沈降本 ~!H は0.8程度まで進み，y~ ifli付近
では合泥率は比較的低いが界泊以下では戦識に増加し，0.9H-Hの1mでは 500-600g/Zとなる.
また8640分では界郎の沈降ネは約0.9で合泥率は800g/l税皮まで地方目している.このような初期
状態では，下部では悶-10からも分かるように比絞的早い1初回に自主任密を開始していることに
なる.
次l乙タイプ3の干渉沈降を示すような試料(六角川の200096，300096，佐大観主!日塔の100096，
20096， lf1.津江川の10096)は，比較的組:院であるが粒子密度の大きい場合，および組i粒で粒子総
!皮の小さい場合lζ相当するものである.このタイプILJt認するものは， 30分経過で合泌之存分布曲線
の中1m部にほぼ?を泌率一定なまをi践に近い線があらわれ， とl1Ií はやや合泌ネを減じながら!}~而まで
達している.また，それ以下では深さ方向に合泥本はー織によ自加するパターンを示す.これは，
ほほ設;直な線およびそのj二郎[iが沈降状態にあり，それ以下はすでに自重庇密沈降に入っているこ
とを示すものである 6) さらに時間の経過と共に界面は沈降し，界fm下の合ife;与は急婚する.
タイプ4の自重ff.縫沈降を示すような試料(六jLj)1の100096)は，粒子が微調Iであり，かつ枝
子密度が大であるために，界部自体の沈降速度は関一11!C示すようにj極端に小さい. したがって
界溜以下の合水比は非常に大きく， 30分経過1寺でもほとんど初期合水比に等しい.さらに時間が
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経過しても，界初iの沈降につれてわずかに合泥取が明Jmずるのみである.
構 婆
有明海浅海域の干潟の発達j必波を解明するための jま縫的な研究として，!滋i濁土粒子の沈降実験
を行なった.域内の代表的3地点から潟土を採取し，-2;-泥本および取分泌度の異なる懸濁液l乙調
殺したのち，メスシリンダー内で，土ti'[.子の沈降段式， }的弱点告と l:ifHiíの Jf~jIiiの沈降;誌ならびに
その速度，および沈降中の鉛1i1方向の?を泌ネ(合水比)の変化について測定を行なった.
この結果，淡海域での j郎総二!こ牧子の沈降特'~I:について，次のことが切らかとなった.
(1) 土粒子の沈降様式
1) 六角JI昨日試料のように，粒子が微細な場合は，合泥水が火きくなると自重圧密沈降
となり，合1m本が小さくなると干渉沈降となる.
2) 佐大観測塔阿Lìliや号1・ iilt江JII昨日試料のように，松子がやや~Il くなると，合泥率が大き
い場合は干渉沈降，小さくなると凝集性問F8沈降となる.
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(2) 告を;遠沈降量，時間および速度
1) 土粒子がおl!枚であるほど，また合泥本が大きいほど等速沈降時間は:長いが，等迷沈降
;監は小さい.
2) 界百万の等迷沈降迷皮はこUi:子ーの組いほど，また合泥2容の小さいほど大きくなる.
(3) 合泥ネ分布
1) 凝集性 ~II飢え降の場合は， WTuiの沈降最が大きく，かっ界ITii以下の合泥ネは非常に大
きい.
2) 干渉沈降の場合は，沈!絡をfiと自重圧燦音flが合泥水分布から明!僚にIX別できる.
3) 自重圧密沈降の場合は， [f密法が少ないために，?を泥率の鉛直方向の差はほとんどみ
られない.
(4) 境分濃度を3.4~1. 69ôの給関で変化させた給処，懸溺:J二牧子の沈降特性lζ顕著な影響を
与えなかった.
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